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平成 23 年度 第 2 回経済学教育 FD/ICT 活用研究委員会 議事概要 
 

I. 日 時：平成 23 年 9 月 15 日(木) 11：30～13：30 
II. 場 所：私立大学情報教育協会 事務局 会議室 
III. 出席者：林委員長，中嶋委員，山田委員，望月委員，渡邉委員，碓井委員(スカイプ)， 

児島委員 
(事務局) 井端事務局長，森下主幹，松本職員 

IV. 議事概要 
 

1. 検討内容 学士力実現に必要な ICT 活用の授業モデル案のまとめについて 

再検討がなされた以下の 2 点の授業モデル案について，資料に基づき報告がなされた． 
(1) 学士力到達目標 2(資料③.1) 
この報告後において様々な意見交換が行われた．ここでの議論において，主な意見なら

びに確認事項を列挙する． 
① 「2.1 授業のねらい」および「2.2 授業計画」をもう少し簡潔な表現とする．記載が必

要な内容は 2.3 以降にまわす． 
② 「2.1 授業のねらい」に関しては，本案をサイバーFD 研究員に授業モデル案として提

示することを勘案し，もう少し新奇性な内容があってもよい． 
③ 5 年先を見越した内容なので，現時点で問題となっている制度（大学生の就職活動開

始時期）や最新技術（スマートフォンなど）については，触れる必要性は低い． 
 
(2) 学士力到達目標 5(資料③.2) 
④ 経済学だけでなく関連分野の教員と ICT を活用した授業を作る提案に対して，具体的

にどのように実現するかを記す． 
⑤ 大学執行部に対して実施への理解を得られるようにするために，平易で簡潔な文書で

あることが望ましい． 
⑥ 「2.2 授業計画」に関しては，後半の記述部分をシナリオにまわす． 
 

2. 検討課題 

会議終了後，約 1 週間を目途に，上述の(1)と(2)の授業モデル案を 2 名の委員が改訂を担

当し，事務局に提出する．これらをメールで各委員に配付し，最終チェックを行う．委員

の意見で調整が必要な場合は，委員長に一任することとした． 
 
V. 次回の開催日程 
日時：平成 23 年 10 月 22 日(土)，14：00～16：00 を予定 
場所：私立大学情報教育協会 事務局 会議室 
次回は，サイバー研究員に向けたアンケートの結果を事務局が集計し，そこで得られた意

見について検討をする． 
以上 

 


